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医療過誤訴訟が増加傾向にある昨今、開業歯科医も他人事ではいられま
せん。「医療過誤により患者から訴えられた」「解雇を巡ってスタッフから訴え
られた」など、“医療者”として、“経営者”として、訴訟のリスクは常にあります。
また、“私人”としての訴訟が「歯科医師免許の取消・歯科医業停止の行政処
分」に繫がることも……。本書では、実際に起こった裁判事例を紐解きながら、
どのようなケースで歯科医師が訴えられているのか、どうしたら訴訟リスクを
減らすことができるのか、歯科治療における“あるべき医療水
準”とはどの程度なのかを、丁寧に解説しています。「備えあれ
ば憂いなし」、ぜひご一読を！

明 日 は 我 が 身 と な ら な い た め の

まなび塾
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